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夏季リトリートでの講話「宗教と無宗教」

一、「借りてきた考え」からの脱却
この講話はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(intellectual),知性的)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(food),食事)です。あなたの心の健康のために、あなた自身で分析内省し、消化・吸収・栄養としてください。現代の問題は皆さんの考えが浅いということです。考えが浅いとは自分の考えが明確でないということ、つまり、本や科学者、コメンテーターやインターネットなどから借りてきた考え（レンタル考え）であり、自分独自の考えとして深まっていないということです。いったい、深い考えがテレビコマーシャルのようにコロコロ変わったり、良いお話を聞いても身につかない、ということがあるでしょうか。「借りてきた考え」でよしとする、それが今の勉強のシステムであり、問題点──深い理解が得られずやる気が出ない、という状況を生んでいるのです。
また、知識をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(インプット),詰め込む)だけではコンピューターのようなただの学者です。霊的な本をどんなに勉強してもどんなに引用できても、その人が霊的であるかどうかは分かりません。食物もたくさん食べればよいわけではない。本当の幸せが欲しいならば、すなわち学者でなく求道者であるならば、インプットだけでなく識別──自分のために何が必要かも含めて──しなればなりません。このような方法で私たちは自己成長をしてゆくのです。
　二、「宗教」を支える哲学、「無宗教」を支える哲学
「神」をほかの言葉で表せば、ブラフマン、純粋な意識、絶対の真理、永遠の存在、霊的存在と言えます。そのことを踏まえ考えていきますと、「無宗教」とは「神」を信じないこと、つまり「霊」を信じないことであり、「宗教」とは「神」「霊」を信じることとなります。無宗教であるということは、霊はすべての本源ではない、すなわち「すべては物質から派生した。物質が霊をつくる（Spirit is produced by matter.）」とする哲学＝マテリアリズム（唯物論）に立脚しており、その反対に、「霊からすべてが派生した」すなわち「宇宙の創造主の本質＝純粋な意識がすべての源である」という考えは、宗教を支える霊的哲学といえるでしょう。前者（無宗教）の代表としてはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(コミュ),共産)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ニズム),主義)があります。また前者には、物質が無くなると意識も無くなるとの考えから死の恐怖が存在しますが、物質（身体）が無くなっても霊である私は無くならないとする後者には死の恐怖は存在せず、再生という考えが表出します。唯物論で再生の説明はまったく出来ませんが、おもしろいのは前世を経験していなければ説明がつかないような興味深い実例がこの世にたくさんあることです。
三、現代人が無宗教である理由
神、霊、永遠の存在、絶対の真理、宗教というものを昔はもう少し信じていました。見えないものに対して敬意を払う文化がありました。現代人が神を信じなくなった理由をこれから考察してみようと思います。
①科学者への盲信。彼らは「神の存在は証明不能だ。証明出来ないものは存在しない」とか「（頭脳的・科学的・物質的な方法で）神の存在を検証したがそんなものは存在しなかった」として神の不在を断言してきました。そして私たちは自分自身で検査分析することなく、科学者を現代の予言者のようにみなし、彼らの言うことを（迷信のように）信じてきました。
②完全なる無神論者。すなわち神様は必要ない、すべての問題は自分の力で解決できるという人の存在。難病さえ薬で対処できるようになった現代ではこのような考えも生じ得ます。しかしそれを貫くのは大変なことです。
③世俗的楽しみに埋没した生活。それによっておのずと神様から心が離れ、神様のことなど考えなくなってしまった状況。
以上三点は普遍的なアイデアですが、次に日本人が無宗教である独得な理由をみていきましょう。
④仏教の弱小化。ひとつには僧の結婚が許されたことにより、僧の生き方が変わったことにあります。家族を養うために霊的実践の時間を切り売りする必要が生じました。お坊さんが信者を導く時間が減りました。いくら美しい仏さまをまつっても、僧が瞑想や礼拝、霊的実践をしなければお寺独特の雰囲気は出ません。だからお寺に信者が来ません。お寺は「真空の寺」「きれいなミュージアム」と化してしまいました。
⑤明治政府の神仏分離令（神仏習合の廃止）。新しい規範を必要とした明治政府は、天皇を神とあがめる神道を国家の基盤に据えました。結果としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はいぶつ),廃仏)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(きしゃく),毀釈)運動が起き、これ以降日本文化や生活の中における仏教の位置づけが大きく変化していきました。
⑥昭和天皇の人間宣言。神とあがめてきた天皇が、敗戦により一夜にして人間となったのです。神への不信感や疑念が生まれる一端となりました。
⑦宗教的教えを学ぶチャンスが学校にも家庭にも無いに等しいということ。
四、霊的存在の証明方法──三つの道具
現在の潮流はひとことで言えば「浅い信仰」です。一年に一回祈れば十分。お正月と、おみこしをかつぐ時と、困った時に祈ります。ふだんは神様がいないことを信仰していて、問題が起こると祈るのです。現代は、心の問題、身体の問題、家族の問題、人間関係の問題、就職の問題、いじめの問題とさまざまな困難にあふれているのに、一時的祈りや一時的ヘルプやサポート（たとえばパワースポットやスピリチュアルヒーリング）で満足している。そしてふたたび問題が起こるとまた、ヘルプやサポート探しを繰り返す。このような状態で安らか、しあわせといえるのでしょうか。
ひとつ物語があります。
若い国王が老大臣に命令しました。神の存在、神の遍在、神の全能を一週間以内に証明せよ、さもなくば絞首刑にすると。恐怖におびえながらその方法を案じていた大臣に、召し使いから助け舟が出されました「私が答えてさしあげましょう」。一週間後。インドの伝統では質問者は生徒、回答者は師とみなされます。よってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょくざ),玉座)には師となる召し使いが座り、王は控えて回答を待ちました。
召し使いはミルクを持ってくるように言い、尋ねました「このミルクの中にバターはありますか？」と。王は「あるけれども見えません」と答えました。「なぜですか？」「ミルクのままではバターは見えません。バターを作るプロセスを経ないとバターは現れません」。「そうです」師は答えました「神も同様です。プロセスを経ないと見えないのです。神様を見たいならバターのようにプロセス、つまり修業が必要なのです」と。
二つ目の問いにはろうそくを用い、「ろうそくだけではろうそくとなりません。火がなければろうそくの役目は果たさない。同様に神は意識（＝ろうそくの火）の形ですべてのものの中にいるけれども形がないようです。目には見えないのです」。三つ目の答えは「私が玉座に座っていることです。つまり神は全能ですが、ふだんは姿をかくしているのです」
この物語のように霊的な事柄の証明方法は独特です。迷信の神か、真理の神か。どちらを信じるにせよ、個人個人で検証していかなければなりません。自分で検査しなければ、迷信の神も真理の神も深い信仰とならないでしょう？　
では、神がいるのかいないのか、などの霊的事柄はどのようにして検査をすればよいのでしょうか。
私たちは物質的なものの証明方法と、霊的なものの証明方法はまったく異なるということを覚えておかねばなりません。なぜなら㋐霊的なものはとても精妙で、普通の道具（頭脳・推理・科学など）でははかることは出来ない。㋑そのうえ物質は有限です。時間と空間にしばられているが、霊は無限だからです。有限なもので無限をはかることなど到底出来ないことはおわかりでしょう。
だからこの三つの道具を使うのです。ひとつでは十分ではない、三つすべてを使って検証します。
①EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Scripture),聖典)や聖者の経験
②論理的か論理的でないかの識別
③自分の経験
まず①に関してですが、「聖典」とは聖書、ヴェーダ、ウパニシャッドなど悟ったひと（見神者）が述べた真理。しかし注意点は聖典に想像の部分があるかもしれないことです。また①だけでは「私の考え」とはなりません。
次の「聖者」とはブッダ、イエス、ラーマクリシュナなど、霊的なひと、悟ったひとのこと。彼らの経験がどういう理由で証明道具となりうるのか・・・。
霊的になると最初の段階において道徳的になるということが表れます。道徳的にならないと霊的に進化しないとも言えます。道徳的ということは「いつも正しい」ということです。すなわちうぬぼれがなく、怒りがなく、嫉妬、幻惑、肉欲がなく、そしていつも真実を実践しているということ。だから悟ったひとは絶対うそは言いません。うそがつけません。そしてそれが、信じるに足りる理由なのです。一方、科学者のことを考えてみてください。彼らに知識はたくさんあるが、そのなかに名声欲、嫉妬、うそがいっぱいあります。あなたはこの種類のひとの言うことを信じることができますか？　どうでしょうか？　聖者のように心がきれいなひとの経験でなければ、霊的な事柄となればなおさらのこと、それを信じることは出来ません。
②について。例えばこのように識別します。
・「意識がある」を「人間」、「ない」を「コンピューター」と例えましょう。その違いは何ですか？　人間は自分で動けますが、コンピューターは動けません。自分で自分のスイッチを入れることはできません。「意識がある人間」がスイッチを入れます。物質は意識（がある人間）がいなかったら、自分で動くことはできない、自分をつくることもできない。こうして考えを識別していくと、創造には「意識」が必要なのだということに到達します。論理的識別の末、その「意識」を神といっています。　　　
③について。①だけでは浅い信仰、②の論理だけでも不十分です。自らの経験がなければ霊的なことは語れません。詳しくは七節で述べますが、さまざまなヨガを実践することで「体験」として起こることを観察・分析・検証するのです。バターを得るにはプロセスが必要。霊的な事柄を検査するには特別な実践をしないと結果は得られないのです。科学者の問題点は、自分たちの方法──頭脳を使って物質を検査する方法──で霊的存在を云々することです。霊的な事柄にはそのための方法を使ってください。それをしてから論じてください。できないのなら云々言わないほうがよいのです。
シュリー・ラーマクリシュナは何も勉強していないが自分で経験しました。「あなたはただの石の像ですか？それとも本当の女神さま（サッチダーナンダ）？」とカーリー女神にただひとつのことだけを確認したかった。その経験だけを祈りました。一二年間とっても大変でしたが、ある日EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Jyoti),光明)が現れました、成就しました。普通の人は知識があってから体験です。最初は花、あとから果物（実）です。シュリー・ラーマクリシュナは本当におもしろい。最初が果物、あとから花。つまり最初に悟りの結果が出たのです。自分が経験したことと聖典で述べられていることが同じであるとあとから知り、彼はとても喜びました。
スワーミー・ヴィヴェーカーナンダは若いころから聖典を勉強し学識が高かったのですが、西洋の勉強をしはじめて神の存在に疑問を持ちました。そこでさまざまな高名な学者に「あなたは神を見たことがありますか」と尋ねて歩きました。学者たちは聖典を引き合いに出し神の存在を説きましたが、スワーミジーの質問には答えられなかった。ある日、シュリー・ラーマクリシュナの元へ行き、同じ質問をしました。彼は、よどむ間もなく「私は神を見ていますよ。それだけではなくあなたに見せることもできます」と答えました。
「If there’s a God, you must realize it.」とはスワーミジーの言葉です。たとえばアメリカを知りたいのなら、勉強だけで十分でしょうか、実際に行ったほうが何倍も強力な知識となるでしょう。このように経験が最も強力な知識です。科学者が霊的経験をせずに書いた本は一時的に売れても、いずれ忘れ去られています。しかし、ブッダは、イエスは、ラーマクリシュナは、彼らが亡くなったあとも教えがどんどん拡がっていっています。この違いは何でしょうか？　それは真実です。真理、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(experienced),経験)したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(truth),真理)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(anubhava),アヌーバヴァ)。だから強力なのです。これが第三番目の基準です。
　五、神を信じきれない人への助言
　
　神を信じきれない人の中には、もし神様がいるのなら、なぜこんなにひどい災害が起こるのかと疑問を持つ人がいます。彼らは災害の一因は人間であることを棚にあげて、神様に文句や愚痴を言うのです。　　
神様の全体像は「創造・維持・破壊」です。なぜ「破壊」のときだけ文句を言うのですか？
それに、あなたは永遠に生きたいのでしょうか？　身体はどんどん老いて弱くなっていくというのに？　バガヴァッド・ギーターに「古い服を脱ぎ捨てて、新しい服を着る」という一節があります。個人の「創造・維持・破壊」──これは悟るまで身体を着替えながら続きます。すなわち新しい服を着て力とやる気を得て、自己成長を続けていくということなのです。
　もし神様から地震と津波についてメッセージがあるとするならば、多分それは「あなたの現在の生活を変えてください」ということだと思います。
いつも一時的なものばかりに焦点を当て人生を送っていては、地震が怖い、津波が怖い、ストレスは無くならない、恐怖は無くなりません。神様のサポートは永遠で力強くどこにでもあると言われている。それなら、恐怖のときほど「永遠」を知る実践・検査をしてみてください。神様は私たちが死んだあともサポートしてくれています。死を怖がらないでお任せするのです。死ぬ時、怖いだけでいいですか？　それとも神様のことを考えてお任せしますか？　両者の違いは天と地ほどです。死ぬ前に、深く考えてみてください。
神様の目的は「あなたの内なる力を出して下さい。現わしてください」（All power is in you, manifest it.）ということです。あなたの中に、神への疑問──神様はどうして私たちに困ったことを与えるのか、という問いがあるかもしれません。しかし問題がなかったら、あなたは力を出しません。あなたは生まれてから死ぬまで一生同じレベルのまま。自分を振り返ってみてください。問題があった時こそ力が出ませんでしたか？　困ったときこそ祈りが深くなりませんでしたか？　神様の目的は私たちが賢くなること。強くなること。私たちは確かに過ちから学んでいます。そのようにして強く賢く成長していくのです。すると、愚痴がなくなります。「逃げないで、立ち向かう」ようになります。そして私たちはずっと後になって分かるのです、あの困難こそ神の恩寵だったと。
それだけではなく、問題が起こることで悪いカルマが消失することもあります。たとえば病をえることで、悪いカルマ（行い）の結果が減る場合もあります。
　　災害がある、イコール神様がいない、というのは浅い考えだということが分かります。
六、「神」のさまざまな相
　では神は、どのような姿でどのような相（aspect）をお持ちなのか。
神様の一つの姿は、神は「純粋意識（Pure Consciousness）」であるということ。
意識について考えてみます。私たちにも意識がありますね。意識がなければ何もできない。私たちというのは、からだ意識（body and consciousness）・こころ意識（mind and consciousness）・感覚意識（sense and consciousness）・純粋な意識（pure consciousness）から成り立っています。それぞれの意識の状態では、純粋な意識（pure consciousness）が身体や心や感覚と混在（ミックス）していますが、それらを純化していくと元々はそういった混ざり物がない、意識だけ（only consciousness）なのだということがわかるのです。それはもちろん形として見えないほど精妙、形がなく（no form）、名前もありません（no name）。純粋意識のミクロ（小さな）レベルが私たちで、マクロ（偉大な）レベルが神なのです。
神と宇宙をクモとクモの巣に例えたおもしろい例があります。
クモは、自分の中から糸を出しクモの巣をつくって住んでいます。神も五大要素（エーテル、風、火、水、土）から宇宙をつくり、その中に入って住んでいます。また神は自分の中から人間をつくり、その中に入って住んでいます。どのようにして？　意識として、純粋意識として。大きな純粋意識が神様、小さな純粋意識が人間。それら純粋意識の本性は、サッチダーナンダ（絶対の知識、絶対の存在、絶対の至福）です。
二番目の姿は、純粋意識だけでなく「性質」がある意識という姿。その質は「全知・全能・偏在」です。キリスト教、イスラム教の神のアイデアはこれにあたります。
三番目は意識だけでも性質だけでもなく、「形」もある神さまというアイデアです。日本の神道には天照大御神や弁天様がいますね。ヒンドゥ教にもたくさんの神さま女神さまがいます。一方、ユダヤ教、キリスト教、仏教では神の形はありません。
そして四番目の神の姿は、混乱のとき人間を自由・平和・喜び・悟りへ導くために人間の形で現れる「化身」です。クリシュナ、ブッダ、モハンマド、イエス、近代ではラーマクリシュナです。またクリシュナはクリシュナとラーダーとして、ラーマクリシュナはラーマクリシュナとホーリー・マザーとして、同じ存在が二つの相で現れました。また、キリスト教での「Son of God」（イエスのこと）、イスラム教での「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Prophet),預言者)（神託者）」（モハンマドのこと）、またヒンドゥ教の「アヴァターラ」はこの概念です。
ところで、ほとんどの宗教は神のこうしたさまざまな相のひとつだけを信じなさいといいます。が、あなたはひとつ信じても、全部信じてもＯＫです。「あなた」を説明するとき、あなたは○○（さん）であり、（両親の）子どもであり、親であり、夫か妻であり、買い物客であり、会社員であると説明するでしょう。それらの全体が「あなた」です。それと同様、ヒンドゥ教は、神の表れにはさまざまな相があり、それらすべてを神として信じます、という包括的なアイデアです。他の宗教、他の寺院、他の聖者に調和的で、まるで宗教のデパートのよう。そしてそれが求道者にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(convinient),便利)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(advantage),有利)なのです。なぜなら各自の力や好みに応じ、それぞれがそれぞれの神の相を選択し信仰すればよいからです。
 七、どのように神をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(realize),悟る)か
ところで、三つの検査道具（聖典・聖者の経験。識別。自分の経験）を使って、さて具体的にどのような実践（「バター」をつくるプロセス）をすればよいのか。
霊的になる第一歩目は道徳的になる、ということでした。それは心の欠点を少しずつ取り除き、非利己的へと向かう道です。その過程で、今は内に隠れるアートマン（「私」の純粋意識）が現れ輝きだすのです。
　　
さまざまなヨガがあります。それらを組み合わせて実践するのがよいでしょう。大事なことはどのヨガをするにせよ、㋐心の清らかさ（purification of mind）㋑神様のことを集中して考える、祈る（concentration of God）ことがとても大切です。
・バクティ・ヨガ。家族や世俗的なものに向けているあなたの愛や感情をすべて神様に集中して向け捧げるヨガです。
・ラージャ・ヨガ。瞑想のヨガ。心と感覚をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(コントロール),制御)して神聖なものに集中していくと、神聖なものとあなたとの垣根がなくなっていきます。あなたと神がひとつになります。神を悟ります。
・ギャナ・ヨガ。知識の道。識別の道。何が永遠？何が無限？何が絶対？と、永遠なものは何かを識別していく道。一時的なものはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ネー),それ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ティ),でも)ないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ネー),それ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ティ),でも)ないと、振り落としていきます。さいごには永遠なものしか残りません、それが神です。
・サハジャ・ヨガ。瞑想も儀式もいらない、簡単なヨガ。簡単だけれども、やってみると難しいかもしれません。それは、神様の名を唱えるヨガ（ジャパ）です。時々口に出して、時々は心で。仕事の時、食事の時、お風呂の時、少しずつ、少しずつ始めて、やがては二四時間寝ている時まで、つまり潜在意識にその唱えが続きます。至高の状態です。
・ミュージック・ヨガ。キールタン。時々声を出して、時々心で。神様の名を歌います。
　今回はリトリートに来ているので一日のスケジュールが決まっています。朝起きて瞑想し、賛歌を歌い、食事とヨガアーサナで肉体をととのえて、霊性の勉強をして、神様にお供えをして、また賛歌を歌い瞑想して一日を終えます。このパターンを参考にすると、毎日のスケジュールの中に少しずついろんなヨガを入れることができます。調和的なヨガ。ヴェーダンタ協会はこれを実践しています。さまざまなヨガを入れることで（肉体的・感覚的・心的・知性的・霊的な）「私全体」が純粋化していきます。また、ひとつの修業に集中する苦行僧のようではなく、バランスよく、負担少なく、行じていくことができます。
仕事（カルマ）を持っていても出来ます。カルマをカルマヨガにするのです。結果を期待せずに働き、結果は神様に捧げます。次第に仕事が神様になっていきます。
皆さんの問題は良い本を読んでも講義を聴いても変化がないことです。これは、心というものが変化を好まないことからきています。頭で理解しても心が反対するのです。心は、今のライフスタイルを変えたくない、自由が欲しい、と言います。一回瞑想をやめてしまうと次の日もしたくなくなる。心はそんなにいたずらっ子です。しかしさまざまなヨガ、特に瞑想は自分のための「投資（investment）」です。投資ですから「利益（profit）」が出ます。だから決して無駄ではない。一分でもいい。やめないでください。続けてください。続けていくと本当の満足（fulfillment）が表れます。死ぬとき本当に満足します。
　
　八、「永遠」を理解する
もう一つの物語です。
あるとき洪水で町に水が押し寄せてきました。ある人──神の信者でした──は高い建物にのぼり、救助を待っていました。舟が救助に来ました。しかし「私は神の信者ですから、神様がきっと助けにきます」と救助を断ってしまいました。次にモーターボートが来ました。が、やはり「神様が助けにきます」と言って、乗りませんでした。水位はどんどん上がっています。最後にヘリコプターが救助に来ましたが「神様がきます」と救助を拒否しました。その人は死にました。
神の信者なのでその人は天国に行き、神と面会しました。神は「あなたの願いは何ですか？」とたずねました。信者は言いました「私はあなたに文句があります。信者が困ったとき神様は助けに来るはずです。私はあなたにこんなに深い信仰があるのに、あなたは助けに来ませんでした」。神様は言いました「私はあなたを助けるために三回、ひとを送りましたよ。はじめは舟、そしてモーターボート、最後にはヘリコプターまで送ったのに、あなたは気づきませんでした」
神様はどのように私たちを助けてくれるのか──我々にはそれが分からないときがあります。神様の助けにはいろんな意味、いろんな方法があり、助けないという方法もあるのです。
愛の一面について語ったシュリー・ラーマクリシュナの美しく偉大な言葉があります。
「There’s a grace of God when God fulfill our prayer, but there’s a greater grace of God when sometimes God does not fulfill our prayer.」──神の恩寵は願いが叶ったときよりも、願いが叶わなかったときのほうがより偉大である──
神様はときどき助けません。願いを叶えません。なぜなら神様の目的は「あなたの内なる力を出して下さい。現わしてください」だからです。
そして困難な時ほど私たちは深く祈ります。
こんな物語があります。
ある人が海にのまれて沖合まで流されてしまいました。その人はまったく神を信じていませんでした。けれどもそのときは荒波にもまれながら、心から祈ったのです「もしこの状況から助けてくれる存在があるならば、その存在よ、どうかこの私をお助けください」と。突然イルカが現れて、その人を岸まで押し戻してくれました。そしてイルカは沖へと消えていきました。
ひとは困難な時ほど深く祈ります。神様以外助ける存在がいません！　というほどの深い祈りのとき、力が湧き出ます、かならず結果が出ます。
シュリー・ラーマクリシュナの経験は深い祈りそのもの。「私は神様がいるのかいないのか分らない。でももし神様がいるのなら、私に姿を現して下さい」と神に深く祈りました。
九、神は必要か、必要でないか
しかし有限のわたしたちが「永遠」を知ることは、果てしなく不可能かもしれません。ですから、私たちの神様に対する態度として一番いいのは、神様に祈って、「あとは神様が決めてください」とお任せする態度です。願いが叶おうと叶うまいと安心です、なぜならすでに神様にお任せしましたから。
神は必要か必要でないか。
個人的に──あなたに恐怖があるなら、神は必要です。神様は生きている間のみならず、死後も守ってくれる。それを知れば恐怖の源、死の恐怖が無くなります。
また、神を知る過程において、自動的に私たちの本性（real nature）が輝き出します。その本性とは絶対の至福です。聖者のように、世俗的喜びに頼らなくてもいつでも至福の状態で在る。そのような永遠の至福を得たいならば、そのサポートとして神は絶対必要です。安定した幸せの道のサポートとして神は絶対必要です。
社会的に──神はひとりひとりの中にいることを知れば、相手の中に神を見て人と付き合うことができます。人間関係がそのように変化していきます。人の中に神（ナーラーヤン）を見てお世話をする普遍的な愛。その愛でつながる社会となります。
　一〇、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Eternal),永遠)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Being),存在)につながる
　結論の前に、ひとつお話しておくことがあります。それは「神の信仰のために僧団のメンバーになる必要があるか」ということです。答えは、必ずしもその必要はありません。それに時に問題なのは、その僧団・宗教団体の教えが狭い場合です。狭量で秘密的で神秘的で超能力主義で自由がない場合、またお金の問題がある場合、答えはＮＯです。本当の宗教は自由でおおらかで包括的、他の宗教さえ受容できる寛大さがあります。もちろん、ある良い僧団のメンバーになることがあなたの霊的な成長をもたらすことは大いにあります。この点について、皆さん、よく識別してください。
　このことに付随してお伝えしたいのは、個人で霊的な修業は充分できる、ということです。
すなわち、ある神様を信じるか信じないかが大事なのではない。ある僧団のメンバーになるかならないかが大事なのではない。
もっとも大事なのは「永遠の存在を信じること」。
そしてその「永遠な存在にコンタクト、つながってください。従ってください」。
それで充分なのです。
　　　　　　　　　　　（二〇一二年七月二八日～二九日・御岳山宿坊能保利にて）
　
